中野有「日本外交のバックボーンを探る」講演要旨

　　（２００５・９・１２　於・港区商工会館）

（一）はじめに

　本日（９月１３日）は快晴で、自民大勝にかかわらず、日本がスカッと変わったような日。まさに日本の９・１１は、２１世紀の日本の未来を拓くに相応しい日かも知れない。

　「日本外交のバックボーンを探る」ということは、一言で言えば「地球をデザインする」視点で行うことであると思う。

　１９５３年、ニュージーランドのアングロサクソン系のヒラリーは、エベレスト登頂に成功した時「征服した」と語った。しかし、一緒に登頂したモンゴル系シェルパーは、登頂に際し

、食糧を捧げて、日本人が山に祈るように祈ったという。西洋人は自然に対して「征服」すると捉えるが、畏敬の念で捉える東洋人の考え方が、今後の世界では大切になるのではないかと

考える。

　私はよく米ワシントン・キャピタルヒルの外交公聴会に出席する。そこには誰でもが参加でき、呼ばれた各界の専門家による講演の後、自由に質問することが出来るだが、日本のマスコミ人はほとんどゼロだ。一度、産経新聞の記者に出会ったことがある程度だった。

　周辺諸国、特に中国、韓国、北朝鮮から見れば、日本は右傾化して怖いと見ているが、米国は逆で良くなって来ていると見

ている。民営化は、世界から見れば、社会主義の中国ですら行っていることで、当然日本もやるべきであるとしている。ペキン・コンセンサスは、社会主義、ストックホルム・コンセンサスは、福祉を豊かにして社会作りをしているが、ワシントン・コンセンサスは、市場経済であるからだ。

　いまアメリカでは、ハリケーン「カトリーナ」は、アメリカが環境保護を謳った京都議定書に反対したら起きたとの批判が出ている。日本のバックボーンは何か、と質問された時、何と答えるか。

　１２０年前、ペリーの黒船が浦賀に来港した時、坂本龍馬ら維新の志士たちは、徳川幕府２５０年間の閉塞感からの脱却を目指し、明治維新を達成した。そして岩倉具視らが太平洋を渡って米国を訪れ、伊藤博文が有名な演説を行っている。それは、米国や欧米諸国は流血革命を行って来たが、日本は無血革命に近い形で明治維新を達成した、という内容だった。

　日本の北朝鮮政策について質問された時、米国、ソ連、中国、韓国の政策を説明はしたが、日本の政策説明はなかった。このように日本は、周りのことばかり気にして、自らの思考を持

っていないのが実状だ。それは、日本が米国占領時に、何でも分析的に捉えるアングロサクソン系の思考を受けたためではないか。彼らの考えは荀子の「性悪説」的思考であるが、日本の本来の思考法は、人間の本来の感性を磨くことにあると思う。

今の若者たちは、根のない人間に見えるが、まさにバックボーンのある、根をしっかり持つことが大切だということを示している。

（二）日本外交に必要な１２のバックボーン

　１，核戦争時代への対応

　日本は唯一、核兵器にやられた国。かつて石原莞爾が『世界最終戦争論』を著し、アジア開放を目的に活動した。日本はアジアの選手なのに代表になり、世界の代表である日本と対立し、最終兵器である核兵器によって日本は敗北した。１９４５年の時点で日本に原爆が落とされたことは、世界平和に貢献している。しかし、その５年後、１９５０年の朝鮮戦争でマッカーサーが核を使おうとした時、トルーマンによって解任され、核は使われなかったが、それは良い決断だった。もし、核を落としていれば、広島・長崎の時以上に威力が増した核によって、朝鮮民族が消滅してかも知れないからだ。結果的に日本に使われた核によって、世界は核兵器の恐ろしさを知ったが故に、世界平和に貢献していると言える。

　２，通常兵器の効用

　陸海空の通常兵器への軍事費を上げれば、結果的に平和が保つ。米国が５０兆円（？）を軍事費に使っているから、平和がある。米国の１ドル紙幣の表面には初代大統領ワシントンの肖像が、裏面には国鳥の白頭鷲か描かれ、その右足には平和の象徴である13本のオリーブの葉、左足には戦いの象徴である13本の矢が描かれていることが、そのことを象徴している。

　米国の軍事力に及ばない日本はソフトパワーを発揮し、米国のハードパワーと相まって、世界平和の確立に貢献することが大切だ。

　３，ソフトパワー

　ソフトパワーとは、経済協力を意味する。日本のＯＤＡは結果的に、紛争阻止に役立っている。米国によるかつてのマーシャルプランも、ソフトパワーであった。これは柔道でいうとこ

ろの「柔よく剛を制す」と言えよう。

　４，日米機軸主義

　現在、米国の関心は、中国問題に集中している。１３億人の人口がいるということは、１年に１０００万人殺しても、１３０年もかかることを意味し、これは中国との戦争が無理である

ことを意味する。したがって、かつてソ連を軍拡競争で敗北させたように、中国をライバルにして軍事費を上げさせることだ。

　かつて日本は日清戦争で勝つことにより、清から国家予算の３年分に匹敵する賠償金を取り、それによって日露戦争の軍備を行い、最終的に太平洋戦争で敗北した。中国は日中戦争に勝ちはしたが、戦後、経済は疲弊してしまった。しかし負けたはずの日本は、経済発展している。日本人は、日米安保条約があるから、米国は日本に近いと見ているが、それは全く違う。米国の目は、完全に中国に向いているのだ。

　５，アジア外交

　アジアにおける日本の地位が重要である。アジアから尊敬される国にならなければ、世界から相手にされないということだ。これは、東洋の調和の思想を現している。

　６，国連常任理事国

　国連を大事にすべきである。トインビーが言った「協調」による平和の確立だ。戦争をする前に、「協調」によって避けることが大切。したがって日本が常任理事国に入ることが大切。

米国の上下院は、国連の１００倍も強い。国連の予算は、たかだかニューヨークの消防署の予算程度であることが、それを示しており、その軍事費の少しでも国連に使えばかなり違ってくる。

　７，教育問題

　受験勉強は、自分の経験から言えば、根性を養うことに役立つ程度の問題。１位、２位などになることは問題でない。受験という点数を競争する教育より、人格を作る教育の方がはるかに重要だ。ラジオで竹村健一氏と対談した時、竹村氏は「勉強して東大に受かる者より、勉強せず自分の好きなことをやって東大にスベル者の方が上だ」と言った。私も竹村氏の話に同感している。

　８，国際援助

　豊かな国が貧しい国に援助すべきであり、そうしなければ必ずテロなどによるしっぺ返しが来る。現在のＪＩＣＡ（国際協力機構) やＯＤＡによる、アジア・アフリカへの支援は、金を払って専門家を送り、結果的に報告書を作らせるのみに終わっているのが実状。それではダメだ。現地でエッセイコンテストなどを行い、日本の支援による「夢と理想」を書かせ、それをバックアップする、実のある援助が大切だ。

　９，安全保障

　日本は、経済協力を中心とした安全保障の確立が大切だ。それは、強大国が東欧諸国などの弱小国を支援して安全保障を確立している、ＥＵのやり方に似ている。

　１０，宇宙産業

　米国は軍需産業を機軸にし、中国もまた軍事産業を盛んにしている。中国とインドの共通点は、エンジニアが多いということだ。たしか江沢民や胡錦濤も工学部出身だったと思うが、その結果、有人飛行も成功させている。日本も真剣に、宇宙産業を考えるべきだ。

　１１，和魂萬才

　かつての明治維新後に「和魂洋才」と言われた。しかし今日では、自然と融合・共生するという考え方の日本的自然観が大切。したがって、和魂洋才ではなく、萬（よろず）の才能による「和魂萬才」が、これからの日本人に必要ではないか。

　１２，地球益

　２００５年の９・１１は、日本のターニングポイントであり、１００年後には重要な年だったと記述されるのではないだろうか。日本中心のナショナリズムより、地球中心の、「地球をデザインする」ことを基準に、全てを展開することが大切だ。小泉首相が「見識と情熱と理念？」による政治を強調していたが、それこそがバックボーンを持った政治ではないか。今こそ、国際的な坂本龍馬が、日本外交に必要であると言えよう。

（三）馬渕睦夫氏のコメント要旨

　米国による広島・長崎への原爆投下が、世界平和に貢献しているという考え方は如何なものか。最近、日本の降伏に際し、原爆投下は必要なかったという事実が明らかになってきている

。明らかに大量虐殺のなにものでもない原爆投下に対し、日本は政府も民間も恨み辛みを言わず、米国との友好を維持してきたことが、経済発展した最大の基盤であった。私は必ずや、米国自らが原爆投下の反省をするだろうと、米国の良心に期待している。かつて第二次大戦下、日系人を収容所に入れたことを反省し、謝罪したように。

　ソフトパワーによる安全保障を言われたが、私はむしろ「国民力」による安全保障であると考える。アジアから尊敬されなければ、世界から尊敬されないというのは、必ずしも一緒であるとは言えないのではないか。過日、エアバスやボーイングが日本の先端技術なしに、新型機を開発できなかったことを、ＮＨＫテレビが取り上げていた。そのように日本の技術の世界への貢献を、日本のバックボーンにすべきだと思う。

　国連を大切にするのは当然であるが、国連に対する幻想を持たないことも大切。国連の表と裏の取引があることを知るべきだ。国と国との付き合い方に対し、かつてイスラエルとの和平

を実現させたエジプトのサダドは次のように言った。「永遠の敵はいない。しかし、永遠の友もいない」。そのように、日本には、友好のみでなく、敵対することもあることを知るべきで

はないか。

　

　地球益と言われたが、残念ながらどの国も地球益でやってはいない。日本も国益を考えて安全保障外交をやっている。宇宙開発をすれば戦争はなくなるだろうとケネディも言ったが、必

ずしも軍事産業があるから戦争が起きるわけではない。現実には、軍事産業はなくならない。

　「カトリーナ」は、自然を改造・利用するという、人間が自然を従わせる考えであったから起きたのではないか、という反省が出始めている。これは、ダーウィンの進化論、競争主義、

市場経済万能主義の誤りを示している。自然と競争するのではなく、共存しながら全体として進化するという、共生的進化という考えが大切ではなかろうか。　ｂｙ、Ｋ．Ｏ
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[テーマ]　日本外交のバックボーンを探る

第一部、発題の部　6:30ー7:20,「日本外交のバックボーンを探る」

　 　　　　　　　アメリカン大学客員教授　中野 有 氏
関西学院大でたが、勉強しなくてよかった。竹村健一と話した　

　竹村氏「勉強しないで東大に入ること」アメリカの政策で　日本をだめにしている

　12の提言：

●８　豊かな国は貧しい国に援助をするのは　保険のようなもの

リベリアで生活をした。
開発援助コンサルタント　あほらしい　専門家全部お金もらっている、
エッセイコンテストやったらいい　夢と理想を書かせる　そのバックアップするODA
●経済パワーをベースとした安全保障　EUがモデル
●１０　宇宙産業
●１１和魂万才
●１２　歴史を考える：2005年の9月11日　歴史の転換点だと後世で言われるような予感がする日本中心　ナショナリズム一番大事なのは地球軸　地球益　地球全体をデザインする。

いまのままでは地球全体が滅びる　日本には一番かけている。アメリカはマニュフェスト使わない。

■7:20 －7:50 コメント 馬渕睦夫氏（財）国際開発高等教育研究機構 専務理事
全体的に　中野さんに苦労されたこと　短い言葉で言わなければいけないもので、

一つ一つの　いい言葉がつながりより
実務家から言わせてもらうと　理想論　べき論　方向・アプローチが違う。
違和感を感じたのは　核兵器について　

日本が具体的に原爆の被害者ということで外交のいい意味でカードにしていく。悲劇だった、アメリカでも必要が無かった。何故、投下したのか　本が出ている。20世紀の最大のニュースは原爆投下。明らかに虐殺　しかし、日本が戦後　アメリカに反省しろといわない。アメリカの良心に期待している　ソフトパワーが重要なのは同感　しかし、アメリカのハードパワーを結び付けられるかは疑問。
日本がアジアで尊敬されないといけない　と　世界の尊敬は　違うときもある。NHKテレビ見ていたら　A380　日本の技術力が必要とされている・国民力　技術力　をもって　安全保障のバックボーンにしていくべき。
国連を大切にするのはそうだが　幻想を抱きすぎてもいけない。表向きは平和の機関だが、パワーバランスの衝突する場所　
サバト大統領　永遠の敵はいないが　永遠の友もいない。友好は結構だが、友好だけで動かない。
どの国も　地球益を考えて外交はしていない、国益第一。
どうしても言いたいのは、日本だけではない

日本がいくら良いことを言っても、相手の国が言うことも聞かない。

学者の方のべき論は、現実を見ないと空回りしてしまう。
ダーウィンの進化論は誤っていた。競争から共存・共生へ　

第２部 [フリーディスカッション]

　　8：00-8：45   フリーディスカッションー新しい人間観・文明を求めてー

加藤：理想論　ごもっともと思う、現実論ももっとも　よく外交を批判するが　一番かけているのは日本の国益を考えない翻って相手の国益も考えない。国力は国民力　経済・外交・軍事力

アメリカも含めて　国力の無い国とは仲良くしない。行使する必要ないが　軍事力は持たないといけない。薩長だって日本経済復活の会　幹事やっている国連の　FUI　15万本の連立方程式の　シミュレーション

この大変なときに税金を使ってODA　ブーメラン現象で日本の経済に貢献
公共投資をやったほうがいい。マスコミが面白いのは　21世紀のビジョンで　竹中平蔵氏が同じこと言っている。消費税を上げることしか書いていない。アメリカはどんどん質問出てくるが　日本のよさに印会では出ないやっぱりODAやったほうがいい。　いま力があるかで仲良くしたいと思う。

樋口：アメリカの今の中東政策　テロ　どう評価したら良いのか？　　　今まで無かった　自爆テロ起きている。　アメリカのテロ政策は失敗していると見るべきなのか？　　日本は　どういうスタンスを取るべきなのか？世界へ普遍的な理念を示したほうがいい。

中野：中東政策は2003年のアメリカの攻撃に反対した

四つの理由　９１１で攻撃の報復

本質的な理由は　中東の民主化と石油利権

同義的な理由、大量破壊兵器来年の中間選挙でキッシンジャー
平和の枢軸　フランス　ロシア　ドイツNATO日本が出来たのは　国々をつなげること

ハンリュウドラマの　アジアの感性
トーマス・　　（ジャーナリスト）国のグローバリゼーション、企業のグローバリゼーション、個人のグローバリゼーションこれからは第3の個人のグローバリゼーッションの時代。

馬渕：別の観点　フランス　ロシア　ドイツは　自分の石油決済を誘導でやろうとした。フランスが本当に戦争避けたかったら妥協しなければいけなかった。普遍的な理念持つとダブルスタンダードに直面する。

アメリカと中国はダブルスタンダード使って自分の良いように世界をコントロールする。 

武藤：日本経営倫理学会で　経営倫理の辞典を出す。日本は井の中の蛙だった。どういう思想だったという研究が無い。きよきあらきこころ、楔形文字の解読、日本が縄文時代に戻った。

強者の論理では納まらない、調和の論理。世界の資本主義が二つに分かれた、日本は　ナフタにもEUにも入れない。国連の議決　昔はアメリカについていた、今はイスラエルくらいしかない。

だから、国連を無視し始めた。アインシュタインは　どうしてこんなすばらしい国が出来たのか？と言った。

馬渕：共生的進化論とは？　日本と中国の考え方まったく違う日中は共同体を作らないほうが良い。メンバーの共同は中国になじまない。

田中正直：人類生き残り研究会　それぞれごもっとも十人十色　現代文明はすでに破綻している。

破綻した状態から進んでいかなければいけない。何が善で何が悪か？　答えられる人はいないのでは？　自然の摂理が善！大変なことが地球規模で起きている。地球の中で争っている場合ではない。地球益　日本古来　我田引水かもしれないが　万物に神宿る　

　

清水：日本の人たちが見過ごしている　日本の成り立ち　どこから来たのか？建国記念日

イスラム・アメリカはっきりしている。わたしも神学を勉強したが　コーランを読んでいる人はいなかった。アブラハムの長男はイシュマイル　イサク
最近　やまとは　神の民と研究している。文献から解ってきている。

みかど　ガドの民　イスラエルの失われた１２氏族、アメリカで　一日十万人　キリスト教の　一万人　十倍増えている。
神が与えた日本民族の使命は相当　大きい。

大脇：今日のテーマは外交のバックボーン探る
バックボーン　思想・歴史　世界文明史　人間にとって何が大切なのか？

価値観の確立問題　西洋は存在そのもの　個物　切る思想、　東洋は関係性　つなぐ思想　

清水：八田義士　金沢　台湾の海南にダム作った　豊かな台湾になった。中曽根康弘氏財務で行った、親しい医者を困るから残した。

中川：バクダット、ベイルート　アメリカにいた。旅行するのと住むのはぜんぜん違う。 

日本の外交がまったく力ない。イラクについてもアメリカ追従で独自の政策まったく無い。

中近東を見るときに　エネルギー　アフガニスタンも　カーライルグループ　

日本に入っている情報は　アメリカにマニュピレートされている。中国や韓国、インド　のほうが　戦略的に外交している。EU２７カ国　アメリカは中南米　

アメリカから少しはなれて独自の外交政策　中国と韓国に少しよる日本は外交のバックボーンない　だらしない。ニュートラルな　第三の道、EUは　ユーラシア　中国にものすごい力を入れている。

中野：下手に勉強するほど　頭が悪くなる東アジア共同体　中国中心のイメージがある　アメリカは中国への牽制でインドに力かけている
北朝鮮　マグネサイト　世界の半分　資源外交で上手くやっていこうクリスワンヒル　

馬渕：中国は　日本のリーダーシップに認めない　簡単に言うと　いうことを聞け

　　戦前の対中関係を学べ　靖国でない、アメリカに　日中合作できなかった　

江島会長　日本を善くしよう！　閉会　 Dicteded by T.K

参考資料：

「新生国家のデザイン」　中野 有

　ワシントンから50kmほど東に走った所にアナポリスという由緒ある港町がある。

アナポリスには海軍士官学校があり、その博物館には、150年以上前に明治維新

の志士たちが目にした黒船で浦賀に来航した時のペリー総督の三角帽が陳列され

ている。写真で目にしたことのあるこの三角帽を目の前にして、歴史の舞台を回

転させたこの歴史の遺品の重みが伝わってきた。

　黒船が来航し、250年の天下太平が崩れ、尊皇攘夷か開国に迫られたのである。

封建制度に圧迫されていた江戸の社会が、もとよりリンカーン大統領の民主主義

や自由な開放感に接した時のときめきは、想像を遙かに超えるものであったであ

ろう。この開放感こそ明治維新のエネルギーの源泉であり、日本の近代化のバッ

クボーンであったと考える。

　明治初期、岩倉具視を団長とする革命の英雄豪傑たち50人ほどが1年9ヶ月あまり欧米視察を行った。目的は新生国家のデザインを描く旅であり、世界史のどこを見ても国家のかたちを創る中心人物たちがこのように長期間の世界漫遊の旅に出た例は見られないという。伊藤博文がサンフランシスコで英語でスピーチを行った。これは日本人が、公式な場で最初に行なった英語のスピーチだといわれている。

　伊藤博文は、この「日の丸演説」にて、日本の政府および国民が熱望していることは、欧米の科学・技術・文明の最高点に達することであると欧米へのあこがれを謙虚に述べると同時に、欧米では成し遂げられなかった無血革命に近い明治維新に触れ、日本の精神的進歩すなわち、「日本のこころ」が物質的進歩を凌駕すると熱弁を奮った。米国の聴衆は、日本を知り万雷の拍手をおこし、しばしそれは鳴りやまなかったという。

　科学技術や豊かさの面で欧米より遙かに遅れていた日本であったが、欧米が羨望するバックボーンが当時の日本には有った。その日本のバックボーンがアジアを蘇らせる原動力となった。明治維新から40年足らずでロシアのバルチック艦隊を破ったのである。孫文は、このアジア人が白人を破った朗報をヨーロッパで知り、白人が嘆く光景と、スエズ運河でアラブ人から、おまえは日本人かと尊敬のまなざしで大声をかけられた時の喜びを記している。当時の国際情勢を鑑みるに、大アジア主義や三民主義を唱えた孫文が、明治維新に伝わる日本のバックボーンの影響を受けたことが理解できる。

これは、エジプトの駐米大使から直接聞いた話であるが、前国連事務総長のブトロス・ガリ氏は、日本に来られたときに真っ先に訪問されるのは、東京の東郷神社であり、それ程までに日露戦争の英雄である東郷平八郎元帥を尊敬されているそうである。

東洋における西洋の日本

　一世紀前の出来事にも拘わらず国連のトップを魅了するだけの日本のバックボーンがかつての日本には有り、アジアが西洋の列強の餌食になる時代において、アジアを開放する意味でアジアの天下の形勢は日本に向いていた。しかし、日清戦争で国家予算の3年分の賠償金を獲得し、日露戦争に勝利した日本は、資源・市場獲得を目的に列強の植民地政策を模索することにより、近代ヨーロッパの侵略の矛先を東洋における西洋として東洋人に向けたのである。このように日本の戦

前の軍国主義の歪みにより、アジアを敵に回すことになったのである。

　原爆という洗礼を受け敗戦国となった日本は、平和国家として経済に集中する

ことができたのは米国の共産主義封じ込め政策の恩恵である。敗戦国日本が、経

済的恩恵を受け、戦勝国である中国が、中共と国民党の内乱に続き朝鮮戦争等の

動乱により経済的な不遇を強いられたのである。戦後の日本は、経済的優越感に

浸り傲慢になり、中国は経済的に卑屈になったのである。日本は、ODAをアジア

の興隆のために提供してきたが、今日、日本の周辺諸国から警戒されるのは、一

度はアジアかを尊敬された日本が、アジアを裏切り侵略した行為と経済的な格差

から来るアジアの妬みによると考えられる。それならこれらを払拭するためには

相当な時間と忍耐が必要であるが、それなしでは大やけどするときがきっと来よ

う。

　60年前、日本は世界を相手に戦っていた唯一の国であった。歴史的に、全世界

を相手に一国が3ヶ月以上も戦った前例があったであろうか。たとえそれが敗戦

であっても、そこには日本のバックボーンがそうさせたのだろう。黒船の出現に

より維新の志士達が自由に目覚めた憧憬と日本の軍国主義を打破した米国への尊

敬が、占領軍を驚かせる程の純粋な日本人を演じさせたのであろう。もし、戦勝

国である中国に日本が侵略されたとすると徹底的な抗戦がもたらされたであろう。

その意味でも米国に占領されたのは不幸中の幸いだったと思う。米国への憧れは、

黒船に由来しているのだろうか。

特徴なき日本の特徴

　しかしながら敗戦をバネに再び欧米への経済的キャッチアップを実現させた今日の日本は、伊藤博文の日の丸演説にほど遠く全く正反対の状況に直面している。

欧米の科学技術に追いついた日本は、かつて欧米から賞賛された日本のバックボーンをどこかで置き忘れてしまったのではないだろうか。世界の中の日本の特徴なき特徴を巧みに表現している点でどこかで読んだ以下のジョークは示唆深い。

　ユネスコが、象の研究を世界に依頼した。イギリス人は、象牙の輸送をテーマに植民地の教訓を生かした実利的な研究論文、フランス人は、象の愛情問題に関する研究論文、ドイツ人は、象学における方法論の哲学的論文を作成した。日本人は、世界の象に関する論文の事例をまとめた。すなわち日本人の論文は、他国を調査するだけで自国の特徴が不在しているのである。このジョークを考えたのがアメリカ人である。

　これは実際に体験した話である。筆者がワシントンのシンクタンクの研究員と

して、国務省出身の上司と一緒に日本の国会議員団の訪問に対応した時、米国の立場で日本の北朝鮮政策の本音を聞くことが目的であった。しかし、中国、韓国、ロシア、米国の政策についての話はあったが、煙に巻かれたように日本の特徴に関する政策を把握することはできなかった。まさにこれはユネスコの象の研究と同じように、日本は他国の研究を気にしているが日本の特徴を示す研究に欠けているし、加えて日本のバックボーンやビジョンを明確に語る人物があまりにも少ないように思われる。グローバリゼーションの世の中でこそ、日本人らしさと日本のバックボーンが不可欠なのである。

地球のフラット化

グローバリゼーションは進み、国際水平分業に研きがかかり、とりわけ製造拠点と市場を兼ね備えた中国と、エンジニアの能力を備えたインドの上昇が現実味をおびてきた。時差の関係で、米国が寝ているときに東アジアは仕事をしている。例えば、アメリカ人が、明日の朝の会議で、パワーポイントで発表しようとした場合、夕方に依頼したパワーポイントの作成を低コストでインドのインド人が的確に行ってくれるという。これが、グローバリゼーションに伴う地球のフラット（水平化）現象である。

　この現象は、経済の分野だけではない。国際テロも巧みにグローバリゼーションの弱点をついているようである。1989年11月9日にベルリンの壁が崩壊した。戦後、最大の出来事は、ヨーロッパ式に数字を並べると9．11である。2001年9月11日に同時多発テロが米国で発生した。偶然にもいや意図的にベルリンの壁に並ぶ戦後の出来事が同じ数字となった。マドリッドのテロは、2004年の3.11、そしてロンドンのテロは7.7である。アルカイダが意図的に数字の遊びをしているとすると、これは米国を中心とするグローバリゼーションへの挑戦であるとも読み

とれる。
　国際テロがこのように数字遊びという余裕のある行動が可能なのは、物質のパワーを凌駕したアラブの気質とイスラム教の精神面から来ていると考える。それならば米国の軍事というハードパワーだけで対抗しようとすると、イスラム教、キリスト教、ユダヤ教の兄弟喧嘩が泥沼化するだけである。実際にイラク戦争の泥沼化がそれを物語っている。

キャピタルヒルから学ぶ日本の国際貢献

　この１週間、キャピタルヒルで開催された上院と下院の公聴会（イラク問題、北朝鮮問題、エネルギー問題、中国の軍事費の問題、国連問題、経済問題など）熱心に聴講した。議員と専門家とのやりとりは、官僚が作成した原稿を棒読みするのでなく、ライブ性が有り真剣勝負そのものである。シンクタンクのセミナーでも遭遇できないような最新の情報や本音が読みとれる。にもかかわらず日本のマスコミがほとんど不在なんは、不思議である。　米国の議論は超一流であり、

論破するのは不可能に近い。しかしながら、米国の先制攻撃で始まったイラク戦争一つを検証してみても、米国がアラブの気質、則ちイスラムの精神面への認識と分析を間違ったことは明らかである。軍事関連の会議では、軍事費を上昇させることで抑止力が高まり、平和が到来するとの考えが主流である。米国の基幹産業である軍事産業との絡みが背景にあるからそうなるのであろう。まるで冷戦中の戦略思考である。このような精神面を無視した行動は、ますます国際テロを蔓延らすことになると確信する。

　キャピタルヒルに接する程、明らかに米国が理解できぬ世界のデザインを日本が提示することができると実感する。それは、一神教やハードパワーでは、解決できぬことも「柔よく剛を制す」といういかにも日本的な考えが求められているとの想いである。米国と波長が合うのは、米国のハードパワーと日本のソフトパワーの調和にあるからであろう。

　聖徳太子が1400年前に残した「和の精神」や日本独特の多神教の柔軟性を持って米国や世界に臨むことが重要である。「和魂萬才」こそ日本のバックボーンだと考える。アジアへの懺悔と精算を済ませ、アジアの中の日本、世界の中の日本の地位を向上させるためにも、ソフトパワーへの強力な実践が望まれている。
=========================================＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
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 　　 [テーマ]　教育改革をどう進めるか？　PartⅢ

 　　　　「なぜ社会貢献は必要なのか？－人間本性の謎に迫る！－

 　

 第一部、発題の部6:30ー「なぜ社会貢献は必要か？─人間本性の謎に迫る！」

　 　　　　　　[発題者]　中西 真彦 氏 産業NPO会長

    7:20- [コメント] 馬渕 睦夫 氏 (財）国際開発高等教育研究機構専務理事 

第２部 [フリーディスカッション]ー新しい人間観・文明を求めてー

　　8:00ー9:10 発題者とフロワーとの自由討議　9:15 閉会の辞　

　　*　懇親会　9:30ー10:30 PM （自由参加、各自)

　　　　ラ・パウザ青山店（青山ツインタワーB１）Tel:03-5474-6225

 ------------------------------------------------------------

  [事務局] 未来構想戦略フォーラム（JFFSI)共同代表：国際企業文化所所長

 　大脇準一郎　Tel＆Fax：0422-20-0760、携帯:090-8084-7030（大脇）、

  〒180-0002 東京都武蔵野市1-23-20-102, e-mail: e-mirai@igtv.net

主催：(特定非営利法人) 未来構想戦略フォーラム（JFFSI）

共催：(特定非営利活動法人）ものづくりＮＰＯ、ひとづくりＮＯＰ

8.11’05参考資料：HP上でご案内⇒http://www.wmiraiforum.com/

「教育改革をどうすすめるかPartⅠ」9/13/05 第33回未来構想フォーラム

「教育改革をどう進めるかPartⅡ」

「プロダクトイノベーショによる新産業分野への挑戦」早稲田大学理工総研年次

シンポジューム“7/11/05　　以上中西氏

第34回未来構想フォーラム―日本外交の現場から

見た人材養成の課題―第26回未来戦略構想フォーラム平成１６年２月９日　港区

商工会館「DA50周年に想う- 調和の世界を目指して」FASID NEWS 71号　

2004/7/20　　馬渕睦夫氏

「北東アジアの平和と安定のための提言ー3つのキーワード」

　　Innovative Approaches to Peace and Stability in Northeast Asia:　

　　　　　　Moscow　2005/05/25　　　　 大脇準一郎

============================================================

  　パーソナル・データー（略歴）

中西真彦氏：昭和5年,三重県生まれ。京都芸術大学卒業。関西大学大学院

　　　哲学専攻科博士課程修了。同大学の助手を勤めた後、ベンカンに入社。

　　　社長、代表取締役会長。創業時の小規模会社を配管用継ぎ手メーカー

　　　では世界最大手、グループ年商一千億円にまで育て上げる。

　　　東京商工会議所副会頭、新産業人会議代表、国際科学振興財団会長、政府

　　　税調委員等歴任。現在は産業ＮＰＯグループ会長。中西真彦官の論理に対

　　　し、民の視点、中小企業の視点から、論客として著名。

著書：「陽はまた必ず昇る 日本復活六つのカギ」  日新報道

元東京商工会議所副会頭が憂国の至情をもって提言する日本大改革のシナリオ。

馬渕睦夫氏：；1946年1月、京都生まれ、京大、1968年外務省入省。

　　　ケンブリッジ大学経済学部卒。国連局社会協力課長、

　　　文化交流部文化一課長、EC日本政府代表部参事官、

    在イスラエル大使館公使、東京都外務長、在タイ大使館特命

    全権公使、駐キューバ特命全権大使を経て2003年5月より現職

----------------------------------------------------------------------

中西：世の中社会への貢献を残さないと、息子をいずれ政治家にしたい。商工会議所に所属。副会頭。思ったことはずけずけ言う。今の郵貯の改革も　初めて手をつけた。社会的生命を取られた。労働問題の飯島さん　
官が一点に仕切っていた。労働移動の民営化を勝ち取った。その時に労働省から電話　検察庁に送検した。前橋の検察庁。六年間　減税に付く減税　、膨大な財政赤字になって　大蔵省が頭に来た。若いころに哲学をやった。今世の中上っ面。テレビや本　根拠は何か？

いま　社会貢献と叫ばれているが　若者からすれば　何故？　

若者にアンケート　社会貢献したいか？　他の国は6・7割　日本は一割ない
文明史で　シュペングラー　物事の終わりは　物質の欲望が高まる。　精神性が希薄になる。

中西輝政氏　京都大学　国民の文明史　一定のところまで来ると　物事の臨界点　

戦後の教育基本法の理念　

やくざの出来損ないの会社のようなことを　三菱地所、東京電力、三菱自動車が？
何故　こんな　親が子を殺すような　恐ろしい世相に変わったのか？

ローマ帝国の没落のように三流国に

１：家庭教育の崩壊、２：規範教育の欠落３：社会環境の劣悪さ、４：戦後、経済・物質第一主義　　　精神性の喪失　
若者の答え　60％が人間の本性は悪、いまうつ病がはやっている　現代病　

機構を解明すれば　それが人間の性

ダーウィンのパラダイムでは解明の付かない事が最近　現れてきた。

動物行動学　、ダーウィンは　進化の一つのうそではないか？

3番目　進化のプロセスの中で　どういうものが働いたか？　助け合いのサガ　
最近のジェンダーフリーなんてトンでもない思想家連中　
村社会　地域社会　国社会　　社会の中の一員として全体と関わっていく
社会科学の目で　人間の生き様の歴史を見る。
生体メカニズムを見ると　驚くべきことがある。

利根川進さんもおかしい　いずれ人工生命が出来ると豪語している。

目に見えないものは　自然科学として認められない。

しかし、生命からしか　命は生まれない。

人間は　いのちという言葉で指している　目に見えないものがある。

例えば、利己的遺伝子　ドーキンス　

心臓は　体全体を生かすために　一日も休まずに

アポトーシス　細胞の自殺　全体を生かすために一細胞が

ラリソンカラドマ　ヨーロッパの生命科学者　彼ら（細胞）はキリスト教の初期の信者のごとく

献身的な働きをしている。

内にあって　恩恵を受けながら　反逆を試みる　癌的存在　

個と全体　

つくばにエノグラム解読研究所　創った。こころの作用　

ついでに養老武司　いみじくも自分の分野で　専門馬鹿にはまっているのでは？

筑波大学で　歩行補助ロボット作った。足の弱った老人など。

バートランドラッセル　真っ赤な太陽という感覚　物質現象でなく　精神の意識現象

奇跡としか言いようがない

いえることは　精神が　人間が精密機械　　

波動科学　シュレジンガー　
ダーウィン　競争と闘争
どうも違うということが　最近の進化学者によって解明されてきた。

植物には　相互扶助の協調の原理　生物は上手く棲み分け　食べる餌　生体時間　

菌類との共生から　陸上植物
　

●夫婦の関係
胸に手を当てて考えると、人間は自分が一番かわいい。キリスト　自分を愛するごとく　隣人を愛せよ。人間や魚の中に　どっちが根源か　
子供ときは　利己主義の塊　生存本能　母親の骨を溶かしてカルシュウムとる。

減数分裂　こどものうちはじっとしているが、人間が一人前になったということ

は　人を恋し愛する。生理的生命　生殖細胞の生命は永続性がある。

●義民史　徳川幕府時代　上訴　一族に罪が。
人間の内面にいかに気づくか？禅宗では　気が付け気がつけ中国の共産革命　3000万人　同胞を殺した。　ソ連も1000万人明治維新　無血革命
太平洋戦争で　日本人が多く死んでいったおかげで、　西洋の属国だったアジアが独立していった。ハンチントン　人間至上主義　人間は表面の才能は違うけれども、素質はある。

■大脇：聖書の　「生めよ、殖やせよ　よろずのものを治めよ。」

　　原語では　人間は管理者、オーナー（神）から預かっているという、謙虚な

　　視点を持てと言っている。西洋思想と言ってもヘレニズム・ヘブラリズムの二つの視点があることを忘れてはならない。キリスト教も西廻りのキリスト教はヘレニズム化されたキリスト教

でヘブライ的伝統から歪曲されていることに注意が必要。　前回　西原氏が「領土を共有という概念があるのではないか？。靖国問題も日本は平和を本当に祈念する追悼施設を作ったらどうか？」このようなビジョン作りが重要。正　反　合　も嘘の理論。　マルチンフーバー「人間には　３つの世界・生活がある」、そのバランスが重要。　

■馬渕：もう少し前なら　宗教家が　といてきた話今の世の中が　物質化　科学が証明しないと　人々が信用しなくなっている。村上かずお　神の存在を感じている。遺伝子情報は　サムシンググレート　何かが作ったとして思えない。思いは　波動　何故伝わっていくのか？。科学で解明できない　残りの５％
●小沢:ドーキンス読みたい。

何故　日本で問題が起こっているのか　西洋的な視点に嵌っているのではないか？人間は絶対である　思想の根底にはムラ社会　昔は　地域が　個の部分にフィードバックしていた。地域に対して　どう貢献できるか？
●かぎや:最近　外資が参入して成果主義
台湾の　李登輝　お兄さんが志願して日本兵になった。ルーズベルト：日本人と南洋人を　共生交配させよう　半世紀で日本人を消滅させよう。もう一つ　地域という言葉　王子に住んでいる、タバコ捨てた人に　応援団仕込の「オイ！俺の町を汚すな」ボランティアで　一番重要なことは　笑顔と　こえかけ
中西：競争は　進歩発展の母　ソ連は競争を禁じたので頓挫した。　

●清水:キリストが死んだので　その思想は伝わらなかった。シュバイツアー 体験しないとだめ。

●つくだ　今　日本は経済大国になっているが　フリーター　ニートこれからの将来をしょって立つ若者が　企業は　人件費削減にまともな正社員として　働ける口がない。

●教育問題を　どれくらいのスパンで解決するか？
中西：明治維新時に　太政官札発行した　返さなくて好い金。行政改革やってから　増税すべき。

　　　国の貨幣発行特権　、日本の美徳の終身雇用会社は資本家　人のもの　お客様　

早稲田大学で　シンポジウム　日本の製造業の復権を図る。産業の中核。

中国にレイバーコスト安くて　もって行かれている。自動車　部品　3万点　航空機　300万点　、持てる技術力を　国際水準に
●馬渕

結論は利他　何のために働くのか　腑に落ちていない。仏性であり愛　何のために生きているか　利他　　　by T.K
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